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図12-1-1　スラブ開口補強

角形開口 円形開口

図12-1-2　非耐力壁の内壁開口補強

図12-1-3　壁開口部が柱または梁に接する場合の配筋要領

1-D13

3.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、

　または50mm以下でずらすことにより開口部から設計かぶりを確保できる場合は、補強筋

　を省略することができる。

7.壁開口の最大径が配筋間隔以下で鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、または50mm以下で

　ずらすことにより開口部から設計かぶりを確保できる場合は、補強筋を省略することが

　できる。

6.壁開口が柱また梁に接する場合、接する柱・梁の部分には補強筋を省略できる。

　(図12-1-3)

5.耐力壁、非耐力壁の外壁および開口が連続する壁の場合の開口補強は構造図による。

4.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対する非耐力壁の内壁の壁開口補強は、図12-1-2に

　よる。

2.開口が連続するスラブの場合および片持ちスラブに開口を設ける場合の補強は構造図に

　よる。

1.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対するスラブ補強は、図12-1-1による。

§12 開口補強
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図11-4-3　壁上部のおさまり
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図11-1-2　帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法
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図11-1-3　柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法
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図11-1-4　梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法

8dかつ150以上

帯筋またはあばら筋

壁筋

帯筋またはあばら筋

壁筋

図11-1-5　A部鉄筋折曲げ形状と寸法

(1)シングル配筋の場合
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(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図

縦補強筋 縦補強筋

壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合

図11-2-1　壁端部と直交壁との接合部おさまり(L形・T形)
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図11-2-2　壁とスラブのおさまり
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図11-4-1　柱とのおさまり

図11-4-2　梁とのおさまり

横筋ピッチが異なる場合

11-1　壁と柱・梁とのおさまり

3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以内かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に

　配置する。

2.壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2～図11-1-4による。

1.壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁に設けない。

§11壁

11-2　壁と壁・スラブとのおさまり

2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。

1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。

4.土に接する側の縦筋・横筋は原則として柱・梁主筋の外側を通す。

11-4　地下外壁

3.e1は壁外面と柱外面のずれ、e2は壁外面と梁外面のずれを示し、e1,e2寸法は構造図

　による。

2.地下外壁の壁筋の継手は、地下外壁内とし、柱・梁に設けない。(図11-4-5)

1.地下外壁壁筋の定着は、図11-4-1～図11-4-4による。
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・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150

 以上、帯筋・あばら筋内 に定着する。

※定着長さは
L2とする。

図11-3　壁端部・開口部小口補強

1.耐力壁の場合、コ型補強筋は壁筋と同径・同ピッチとする。

2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。

e1,e2が70㎜以上の打増し部補強は、表13-1、表13-2-1及び表13-2-2による。
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12-1　スラブおよび非耐力壁
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図11-1-1　定着と継手

・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。

・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。

3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する

　ことができる。
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L2定着してもよい

11-3　壁端部・開口部小口補強

内側横筋は、
L2定着してもよい

内側縦筋は、
L2定着してもよい

内側横筋は、
L2定着してもよい

内側縦筋は、
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鉄筋コンクリート配筋標準図(9)
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